令和６年３月２２日
川俣町告示第２５号

川俣町飼い主のいない猫の不妊去勢手術費補助金交付要綱

（趣旨）
第１条　この要綱は、町民の快適な生活環境の確保及び動物愛護思想の普及を図るため、飼い主のいない猫の不妊去勢手術に要する費用に対し補助金を交付することについて、川俣町補助金等の交付に関する規則（昭和４９年川俣町規則第１１号。以下「規則」という。）に定めるもののほか、必要な事項を定めるものとする。
（定義）
第２条　この要綱において、次の各号に掲げる用語の意義は、それぞれ当該各号に定めるところによる。
（１）飼い主のいない猫　所有者が不明な猫又は所有者が存在しない猫をいう。
[bookmark: _GoBack]（２）登録団体　川俣町飼い主のいない猫対策事業実施要綱（令和６年川俣町告示第２４号）第６条の規定により町長が登録の承認をした猫管理活動を行う団体をいう。
（３）適正管理　近隣に迷惑を及ぼさず、飼い主のいない猫への給餌、給水、排泄物の処理、周辺の掃除等を行う管理をいう。
（４）猫管理活動　飼い主のいない猫に不妊去勢手術等を施し、適正管理を継続的に行う活動をいう。
（５）不妊去勢手術　不妊手術（雌の猫の卵巣又は子宮を摘出する手術）又は去勢手術（雄の猫の精巣を摘出する手術）及びこれらに伴う医療行為をいう。
（６）診療施設　獣医療法（平成４年法律第４６号）第２条第２項に規定する診療施設をいう。
（対象者）
第３条　補助金の交付を受けることができる者は、登録団体とする。
（対象者の誓約事項）
第４条　登録団体は、次に掲げる事項の実施を誓約するものとする。
（１）不妊去勢手術にあたって、町内で保護した所有者のいない猫であることを確認すること。
（２）不妊去勢手術には危険が伴うことを理解し、それらに伴う一切の問題について責任を負い、誠意を持って問題解決に努めること。
（３）不妊去勢手術にあたっては、特別な理由があると認められる場合を除き、手術済みであることの目印として雄猫は右の、雌猫は左の耳介先端部の一部をＶ字型に切除する手術を行うこと。
（４）獣医師の判断により、不妊去勢手術を行わない場合があることを理解すること。
（５）不妊去勢手術を実施可能な診療施設を自ら確保し、その実施を依頼すること。
（６）診療施設と調整の上で、対象となる猫を捕獲し、搬入するとともに、不妊去勢手術の実施後、当該猫を不妊去勢手術の実施前の生息場所に戻すこと。
（７）不妊去勢手術の実施後において、猫を不妊去勢手術実施前の生息場所に戻すにあたっては、適正管理を図り、近隣住民の理解を得るように努めること。
（８）不妊去勢手術を実施した猫のうち譲渡可能なものについては、終生屋内飼養をする者への譲渡に努めること。
（９）前各号に掲げるもののほか、不妊去勢手術等の実施について、町長が必要と認める事項を遵守すること。
（対象となる手術）
第５条　補助金の交付対象となる手術は、次の各号のいずれにも該当する手術とする。
（１）登録団体が適正管理を行う飼い主のいない猫について、診療施設において獣医師より受けた不妊去勢手術
（２）前号に規定する手術に併せて行う前条第３号に規定する手術
（対象経費等）
第６条　補助金の対象となる経費（以下「対象経費」という。）及び補助限度額は別表のとおりとし、予算の範囲内で交付する。ただし、同一個体につき１回を限度とする。
２　前項の規定にかかわらず、高齢、疾患等により完全に生殖能力を失ったと獣医師が診断した場合の手術費用及び既に不妊去勢手術を実施してある場合の麻酔等の処置に係る費用は、この要綱による補助対象から除くものとする。
（補助金の交付申請）
第７条　規則第４条第１項に規定する申請書は、飼い主のいない猫不妊去勢手術費補助金交付申請書（様式第１号）によるものとし、収支予算書（様式第２号）を添えて町長に提出しなければならない。
（補助金の交付の決定）
第８条　町長は、規則第５条第１項の規定により補助金の交付を決定したときは、飼い主のいない猫不妊去勢手術費補助金交付決定通知書（様式第３号）により、申請者に通知するものとする。
（事業の着手）
第９条　申請者は、前条の規定による交付の決定の通知を受けた後、不妊去勢手術に着手するものとする。
（変更の申請等）
第１０条　前条の規定により、補助金交付決定を受けた申請者は、補助金交付申請の内容を変更又は中止する場合には、飼い主のいない猫不妊去勢手術費補助事業変更承認申請書（様式第４号）を町長に提出し、その承認を受けなければならない。
２　町長は、前項の申請書が提出されたときは、速やかにその内容を審査し、当該変更を承認したときは、飼い主のいない猫不妊去勢手術費補助事業変更承認通知書（様式第５号）により、申請者に通知するものとする。
（実績報告）
第１１条　規則第１３条第１項に規定する実績報告書は、飼い主のいない猫不妊去勢手術費補助金実績報告書（様式第６号）によるものとし、次に掲げる書類を添えて町長に提出しなければならない。
（1） 収支決算書（様式第７号）
（2） 不妊去勢手術等を実施した診療施設の領収書及び明細書の写し
２　規則第１３条第２項に規定する別に定める期日は、当該事業が完了した日から起算して３０日を経過した日又は補助金の交付決定があった日の属する年度の３月３１日のいずれか早い日までに行わなければならない。
（補助金の額の決定）
第１２条　町長は、規則第１４条の規定により、補助金の交付額を確定したときは、飼い主のいない猫不妊去勢手術費補助金交付額確定通知書（様式第８号）により、速やかに申請者に通知するものとする。
　（補助金の交付請求）
第１３条　申請者は、規則第１５条の２第２項の規定により、飼い主のいない猫不妊去勢手術費補助金交付請求書（様式第９号）を町長に提出しなければならない。
（その他）
第１４条　この要綱に定めるもののほか、本補助金の交付に関し必要な事項は、町長が別に定める。

附　則
この要綱は、令和６年４月１日から施行する。

別表（第６条関係）
	対象経費
	補助限度額

	雌猫の手術費
	１匹につき　１０，０００円

	雄猫の手術費
	１匹につき　　５，０００円
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様式第１号（第７条関係）

飼い主のいない猫の不妊去勢手術費補助金交付申請書

年　　月　　日
川俣町長
申請者　団体名　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　代表者氏名　　　　　　　　　　　
住所　　　　　　　　　　　　　　
　電話番号　　　　　　　　　　　　

１．事業の目的
　飼い主のいない猫の不妊去勢手術を実施し、増加の抑制及び生活環境の保全を図る。

２．事業の内容
（１）不妊去勢手術に関すること
	動物病院名
	

	所在地
	

	電話番号
	

	実施日時
	

	手術費総額
	　　　　　　　　　　　　　　　　円
（内訳：不妊去勢手術　　　　　　円、耳介切除手術　　　　　　円）



（２）猫に関すること
	適正管理を行う場所
	川俣町

	種類
	□雑種　□その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　）

	毛色
	

	性別
	□雄　　□雌

	特徴
	



３．補助金交付申請額　　　　　　　　　　　円

（裏面）
【誓約事項】
私たちは、飼い主のいない猫の不妊去勢手術費補助金を申請するにあたり、次の事項について実施することを誓約します。

１ 不妊去勢手術にあたって、町内で保護した所有者のいない猫であることを確認します。
２ 不妊去勢手術には危険が伴うことを理解し、それらに伴う一切の問題について責任を負い、誠意を持って問題解決に努めます。
３ 不妊去勢手術にあたっては、特別な理由があると認められる場合を除き、手術済みであることの目印として雄猫は右の、雌猫は左の耳介先端部の一部をＶ字型に切除する手術を実施します。
４ 獣医師の判断により、不妊去勢手術を行わない場合があることを理解します。
５ 不妊去勢手術を実施可能な診療施設を自ら確保し、その実施を依頼します。
６ 診療施設と調整の上で、対象となる猫を捕獲し、搬入するとともに、不妊去勢手術の実施後、当該猫を不妊去勢手術の実施前の生息場所に戻します。
７ 不妊去勢手術の実施後において、飼い主のいない猫を不妊去勢手術実施前の生息場所に戻すにあたっては、適正管理を図り、近隣住民の理解を得るように努めます。
８ 不妊去勢手術を実施した猫のうち譲渡可能なものについては、終生屋内飼養をする者への譲渡に努めます。
９ 上記に掲げる誓約事項のほか、不妊去勢手術等の実施について、町長が必要と認める事項を遵守します。




写真貼付欄

手術の実施前における対象の猫の両耳を含む全体像が確認できるＬ版
以上のカラー写真とする。
※撮影日時が確認できる写真を用いること。








様式第２号（第７条関係）

収　支　予　算　書

１　収入　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位　円）
	項　目
	予算額
	摘　要

	町補助金
	
	

	自己負担金
	
	

	
	
	

	
	
	

	合　計
	
	



２　支出　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位　円）
	項　目
	予算額
	摘　要

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	合　計
	
	





様式第３号（第８条関係）
川俣町指令町第　号
　　年　月　日

　様

川俣町長　　　　


飼い主のいない猫の不妊去勢手術費補助金交付決定通知書
　　　　年　月　日付けで申請のあった川俣町飼い主のいない猫の不妊去勢手術費補助金の交付については、下記のとおり決定したので、川俣町飼い主のいない猫の不妊去勢手術費補助金交付要綱第８条の規定により通知します。

記

１　交付決定額　　金　　　　　　　円
交付条件等
(1)　　　　　年　　月　　日までに補助事業を完了すること。
(2） 次のいずれかに該当する場合は、あらかじめ町長の承認を受けなければならない。
　　 ア　（1）の期限までに補助事業を完了することができないとき。
　　　イ　補助事業の内容を変更しようとするとき。
　　　ウ　補助事業を中止しようとするとき。
(3) 補助事業の遂行の状況に関し、町長から請求があったときには、直ちに町長に報告しなければならない。
（4）実績報告
　　 補助金にかかる事業完了後30日以内に（事業の中止の承認を受けた場合は、当該承認通知書を受理した日から30日以内）又は、当該年度3月31日のいずれか早い日までに実績報告書を提出しなければならない。
（5）補助金の確定等
　　 町長は、（4）の規定により提出された実績報告書を審査し、補助事業の成果を認めたときは、交付する補助金の額を確定し通知するものとする。
（6）補助金の交付等
　　 町長は、（5）の規定による補助金の額の確定後、速やかにその全額を交付する。



様式第４号（第１０条関係）
　　　年　　月　　日
　川俣町長　様


申請者　団体名
代表者氏名
住所
電話番号

飼い主のいない猫の不妊去勢手術費補助事業変更承認申請書
年　　月　　日付け川俣町指令　第　　号で補助金の交付決定のあった飼い主のいない猫の不妊去勢手術補助事業の内容を変更（中止）したいので、川俣町飼い主のいない猫の不妊去勢手術費補助金交付要綱第１０条第１項の規定により、下記のとおり申請します。

記
１　変更（中止）の内容


２　変更（中止）の理由


３　添付書類



（裏面）

変更収支予算書

　収入の部　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：円）
	区　分
	変更後予算額
	変更前予算額
	差引増減
	備　考

	補助金
	
	
	
	

	自己負担
	
	
	
	

	合　計
	
	
	
	



支出の部　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：円）
	区　分
	変更後予算額
	変更前予算額
	差引増減
	備　考

	不妊去勢手術
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	合　計
	
	
	
	





様式第５号(第１０条関係)
川俣町指令町第　号
　　　年　月　日

　　　　　　　　　　様

川俣町長　　　　

飼い主のいない猫不妊去勢手術費補助事業変更承認通知書
年　　月　　日付けで申請のあった飼い主のいない猫の不妊去勢手術費補助事業に係る事項の変更については、下記により承認したので、川俣町飼い主のいない猫の不妊去勢手術費補助金交付要綱第１０条第２項の規定により通知します。

記
１　承認
変更内容　

変更理由　


２　交付条件等
(1) 　　　　年　　月　　日までに補助事業を完了すること。
（2）次のいずれかに該当する場合は、あらかじめ町長の承認を受けなければならない。
　　 ア　（1）の期限までに補助事業を完了することができないとき。
　　　イ　補助事業の内容を変更しようとするとき。
　　　ウ　補助事業を中止しようとするとき。
(3) 補助事業の遂行の状況に関し、町長から請求があったときには、直ちに町長に報告しなければならない。
（4）実績報告
　　 補助金にかかる事業完了後30日以内に（事業の中止の承認を受けた場合は、当該承認通知書を受理した日から30日以内）又は、当該年度3月31日のいずれか早い日までに実績報告書を提出しなければならない。
（5）補助金の確定等
　　 町長は、（4）の規定により提出された実績報告書を審査し、補助事業の成果を認めたときは、交付する補助金の額を確定し通知するものとする。
（6）補助金の交付等
　　 町長は、（5）の規定による補助金の額の確定後、速やかにその全額を交付する。

様式第６号（第１１条関係）

飼い主のいない猫の不妊去勢手術費補助金実績報告書

年　　月　　日
川俣町長
[bookmark: _Hlk160710804]補助対象者　　団体名　　　　　　　　　　　　　　　
代表者氏名
住所
電話番号
１　手術に関すること
	動物病院名
	

	所在地
	

	電話番号
	

	実施日時
	


２　猫に関すること
	適正管理を行う場所
	川俣町

	種　　類
	□雑種　□その他（　　　　　　　　　　　　　　　）

	毛　　色
	

	性　　別
	□雄　　□雌

	特　　徴
	


※手術を実施した動物病院の発行する領収書及び明細書の原本又は写しを添付すること。
※領収書は、宛名に申請者の氏名及び不妊去勢手術代である旨が記載されていること。
※明細書は、１頭ごとの性別、施術内容及び金額の内訳が記載されていること。


写真貼付欄

雄猫は右耳、雌猫は左耳の先端部の一部をＶ字型に切除したことが確認
でき、また対象の猫の全体像が確認できるＬ版以上のカラー写真とする。
※撮影日時が確認できる写真を用いること。



様式第７号（第１１条関係）

収　支　決　算　書

１　収入　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位　円）　　
	項　目
	予算額
	決算額
	差　額
	摘　要

	町補助金
	
	
	
	

	自己負担金
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	合　計
	
	
	
	



２　支出　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位　円）
	項　目
	予算額
	決算額
	差　額
	摘　要

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	合　計
	
	
	
	





様式第８号（第１２条関係）
　　　　川俣町指令町第　　号
年　　月　　日

　　　　　　様

川俣町長　　　　

飼い主のいない猫の不妊去勢手術費補助金交付額確定通知書
年　　月　　日付けで実績報告のあった飼い主のいない猫の不妊去勢手術費に係る補助金については、下記のとおり確定したので、川俣町飼い主のいない猫の不妊去勢手術費に係る補助金交付要綱第１２条の規定により通知します。

記
交付確定額　金　　　　　　　円



様式第９号（第１３条関係）


飼い主のいない猫不妊去勢手術費補助金交付請求書

　請求金額　金　　　　　　円　

　ただし、　　　　年　　月　　日付け川俣町指令　　第　　　号で額の確定通知があった飼い主のいない猫の不妊去勢手術費に係る補助金として、上記のとおり請求します。

年　　月　　日

　川俣町長

補助対象者　　団体名　　　　　　　　　　　　　　　
代表者氏名　　　　　　　　　　　　　
住所　　　　　　　　　　　　　　　　

標記の補助金について、下記により振込みを依頼します。

	金融機関名
	銀行・信金・信組・農協　

	支店名
	本店　　　　　　　　　支店　

	預金種別
	普　通　・　当　座

	口座番号
	

	
	

	
	





